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大学生の 塩味噂好に影響す る要因に つ い て
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A b s t r a c t

T o in v e s t lg a t e W h a t f a ct o r s in h o m e lif e i n fl u e n c e t h e s alt y t a s t e p r ef e r e n c e of u n i v e r sit y st u d e n t s , w e s u r v e y e d

38 7 of t h e m (12 0 m e n a n d 16 7 w o m e n ) o n th ei r liv i n g sit u a ti o n , f a m il y sit u a ti o n , m e a l sit u a ti o n a n d f o o d p r ef e r
-

e n c e th r o u g h a q u e s ti o n n a i r e .

M a n y of t h e s t u d e n t s (24 % o f m e n a n d 2 5 % of w o m e n ) a n s w e r e d t h a t th e y h a d a n
"
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"

s alt y t a s t e p r ef e r e n c e .

T h is c a t e g o r y w a s r el a t e d st r o n gl y t o a s alt y s e a s o n l n g
･

1n t h e b o n e u n d e r li vi n g sit u a ti o n a n d m e al sit u a ti o n . O n

t h e o t h e r h a n d
,
a r a n k i n g c o r r ela ti o n a n al y sis of 25 k i n d s of f o o d w a s a c c o m p li s h e d t o t h e s alt y t a s t e p r ef e r e n c e .

A s th e r e s u lt
,
w h e n t h e s t u d e n t s lik e d s t r o n g e r s alt y t a s t e , m e n w e r e f o u n d t o p r ef e r p o t a t o c hip s ( p < 0 .0 1) , a n d

w o m e n w e r e f o u n d t o p r ef e r m is o s o u p ( p < 0 .05) a n d s alt ed s al m o n ( p < 0 .0 5) , si g n ifi c a n tl y . T h e r ef o r e
,
a q u alit a ti v e

diff e r e n c e s e e m ed t o a p p e a r b e t w e e n t h e m e n a n d w o m e n i n s alt y t a s t e p r ef e r e n c e .
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Ⅰ
. 緒 昌

近年の疫学調査に より, 塩分の過剰摂取と高血圧や胃癌な

どの生活習慣病の雁患率との相関が高い との指摘がなされ て

い る
1)~ 3)

｡ そ の 塩分の摂取量は塩味の 味噂好 (塩味噂好) と

塩味の食物の噂好とが大い に関係するものと思われる｡ そ れ

ら に関して , 我々 は男女大学生に , 塩味または甘味に対する

味覚意識と食物噂好の調査
4)
に より, 家庭科専攻の女子学生

は
一

般の男女学生よりも有意に薄い塩味を好み, ま た女子学

生は男子学生よりも有意に薄い塩味を好むとい う結果より,

塩味噂好に対する教育の効果, お よ び男女間の味覚の差異が

示唆された｡ また中学生および女子大学生では, 塩味の汁物

の味噌好で は味覚検査とア ン ケ ー ト調査の相関が有意に高か っ

た
5)
｡ そ して , 女子学生に つ い て の塩味の味覚検査

6)
に より,

塩味 の好み の 潰さは標準の1 .0 % よ りも低い平均0 .9 ( 標準偏

差0 .04) % と の結果を得た｡

一 方, 塩味噂好に影響する要因に つ い て は, 高木ら
7)
はか

つ おだしの清汁を用い て , 塩味覚と年齢, 性, 薄味の訓練の

有無, だ し濃度などと の関連を指摘し, また香川ら
8)
は寮内

学生に つ い て尿と食事記録とか ら, 出身地により塩味覚に僅

か の差を認めたと報告して い る｡ しか しそれら以外の要因,

特に食生活に関わる要因が塩味噂好に どの ように 関係するの

か に つ い て は, ま だ不明な こ とが多い ｡

そ こ で本研究で は男女学生に対 して ア ン ケ
ー

ト調査を行な

い
, 塩味噂好に生活状況, 食事状況, お よび食物噂好が如何

に影響するかを分析した結果, 若干 の知見が得られたの で報

告する｡

Ⅱ
. 調査方法

本学の 教育学部, 工学部, 経済学部の 1
- 2 年生を対象

と して , 平成 7 年 5 - 6 月 に調査紙を配布し記入後, 直ち

に回収した｡ 男子に つ い て は1 2 6 人の調査紙を得た｡ そ の う

ち不備の ものを除き, 1 20 人 の調査紙を分析の ための デ ー タ

と した (9 5 .2 % ) ｡
一

方 ､ 女子 に っ て は
一

般 の女子学生 (食物

を専門と して学ん で い な い) 1 5 9 人の 調査紙を得たの で ある

が
,
その うち不備の もの を除いた後, 男子と同人数であると

比較し易い ため に , ラ ン ダム に1 2 0 人の調査紙を抽出した｡

女子はそ の他 に , 家庭科専攻生4 7 人 に対し て も同様の調査

を行な っ た が, こ の群は不備な調査紙は無か っ た｡ それ で女
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子の 分析の デ
ー

タ と して は,
一

般 の女子が12 0 人 と家庭科専

攻生が47 人 で , 合計1 6 7 人とな っ た｡

~ 調査内容に は, 家庭生活に 関わ る生活状況 (居住状況と家

族状況) , 食生活に関わる食事状況お よび食物の噂好を取り

上げた｡

居住状況に つ い て は, ｢ 出身地｣ , ｢ 居住地域｣ , ｢ 居住形態｣

を取り上げた｡ 家族状況に つ い て は, ｢ 父親 の職業｣ , ｢ 母親

の職業｣ , ｢ 家族構成｣ , ｢ 食事の用意者｣ を取り上げた｡

食事状況に つ い て は, ｢ 家庭 にお ける塩味の味付け｣ , ｢ 塩

味の 濃淡の好み｣ , ｢ 昼食を外食する回数｣ や ｢ 夕食を外食す

る回数｣ , ｢ 味噌汁ぢどの汁物の量｣ , ｢ 揚げ物等に ソ
ー

ス ･ 醤

油をかける頻度｣ , ｢ 揚げ物等に かける ソ
ー

ス ･ 醤油の量｣ を

取り上げた｡ な お ｢ 家庭に おける塩味の味付け｣ に つ い て は,

質問票で は 『あなたの 家庭で の塩味の 味付けは外食した時の

味と比較して どう ですか』, 享た ｢塩味の濃淡の好み｣ に つ い

て は 『あなたが好む塩味の味の 潰さはどう ですか』, ｢ 味噌汁

など の汁物の量｣ に つ い て は 『食事時における汁物はどのく

らい 飲みますか』 と尋ねた｡ こ れ らの 各項目にお い て , 3

つ 以上の 選択肢 ( カ テ ゴ リ
ー

-) を用意し, その 中から該当す

るカ テ ゴ リ ー を1 つ 選択させた｡

食物の 噂好に つ い て は, 既報 の食物の 噂好調査
4 )
をもと

に
,
塩味, 甘味, 酸味 の各味を主とする食物を各 5 品目と

晴好飲料を 5 品目, 野菜類を 3 品目, そ して い わゆる
``

主

食
''

と して の ｢ ごは ん｣ と ｢ ト
ー ス ト｣ の 2 品目を合わせ

表 1 生活状況 につ いて の 男女別の 集計結果

て25 品目を取り上げ, 味噂好に お い て 全般に渡るよう に食

物の選定を行な っ た｡ そ れ ら食物に対する噂好度は 7 段階

の評点法を用い て ,
` `

非常 に嫌 い
''

か ら
"

非常に好き
''

ま で

を 7 段階評価の 1 - 7 点 で評価させた｡

集計は男女別に行い , 女子 に つ い て は, 既報
4)
に よ り,

家庭科専攻生は
一

般女子とは味覚意識が異なる点がみられた

の で
, 女子 (全) 群 (1 67 人) と, 女子 (

一

般) 群 (1 20 人)

と に分けた｡ 生活状況 (居住状況と家族状況) と食事状況に

つ い て は単純集計に より実態を把握した｡ なお , 食事状況の

うちの ｢ 塩味の濃淡の好み｣ の項目は本人の ｢塩味の味噂好｣

を表すもの として捉え て , そ の項目と生活状況および食事状

況に おける各項目との ク ロ ス 集計を行な い, x
2
検定に より,

｢ 塩味 の濃淡の好み｣ と関連する項目および カ テ ゴ リ
ー を調

べ た｡

一

方 , 男女各群に つ い て ,
2 5 品目 の食物の 平均噂好度

(平均値と標準偏差) を求め, そ して各食物に対する噂好と

｢ 塩味の濃淡の好み｣ と に つ い て はス ペ ア マ ン の順位相関係

数 (r s) に より検討した｡

Ⅲ
. 結果と考察

( 1 ) 塩味噂好と生活状況および食事状況の要田との関連

大学生を男女別に, ま た女子に つ い て は方法の項で記した

よう に
,
女子 (

一

般) 群と女子 (全) 群と に つ い て , 表1

人数( %)

男 子 女子 (
一

般) 女子 ( 全)
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,
家庭科専攻生を除い た グル ー プ で あ る (表 2 も同 じ) 0
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大学生 の 塩味噂好 に 影響す る要因 に つ い て

表 2 食事状況につ いて の 男女別の 集計結果 人数( %)
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3 昼食を 外食す る回数 1 . ほ とん ど外食 し な い

2
, 過に 1 - 2 回

3 . 週に 3 - 5 回

4 . 週 に 6 - 7 回
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4 夕食 を外食す る回数 1 . は と ん ど外食 し な い 36 (3 0 .0)

2 . 過 に 1 - 2 回 32 (2 6 .7)

3 . 過 に 3 - 5 回 3 7 (3 0 .8)

4 . 週 に 6 -

7 回 15 (1 2 .5)
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5 味噌汁等 の 汁物の 量

(食事時)

1 . は と ん ど飲 ま な い

2 . 1 杯

3 . 1 - 2 杯

4 . 2 杯以上

20 ( 1 6 .7)

8 5 ( 7 0 .8)

14 ( l l .7)

1 ( 0 ,8)
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6 揚 げ物等 に ソ
ー ス ･ 1 ー は と ん ど か け な い 11 ( 9 .2) 2 9 (2 4 .2)

醤油 を か け る頻度 2 . 時々 か け る 3 8 (3 1 .7) 3 7 (3 0 .8)

3 . い っ もか け る 71 (5 9 .2) 5 4 (4 5 .0)
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7 揚 げ物等 に か け る

ソ
ー ス ･ 醤油の 量

1 . ほ と ん どか けな い 11 ( 9 .2) 2 9 ( 24 .2)

2 . や や 少な め

3 . 適度に

4 . た っ ぷ り と

25 (2 0 .8) 2 3 ( 1 9 .2)

7 8 (6 5 .0) 5 7 (4 7 .4)

6 ( 5 .0 ) 11 ( 9 .2)

3 9 (2 3 .4)

3 7 ( 2 2 .2)

8 0 (4 7 .9)

l l ( 6 .6)

注 : *

p < 0 .0 5
,

* *

p < 0 .0 1 ( x
2

検定 に よ る)

に彼ら の生活状況, 表 2 に食事状況の集計結果を示した｡

1 ) 生活状況

表 1 よ り, 女子 (
一

般) 群と女子 (全) 群 の 間で , 各項

目における各カ テ ゴ リ ー の 相対人数 ( % ) はほ とん ど同じで

あ っ た｡ 以下 の男女の比較にお ける数値は女子 (
一

般) 群の

もの で ある｡

居住状況に つ い て ,
｢ 出身地｣ で は大学所在地で ある

"

富

山県
' '

出身者は男子の約4 0 % , 女子の約57 % , 近県 の 出身者

と合わせると男子の約70 % , 女子 の約90 % を占め て い た｡

｢ 居住地域｣ で は, 男女とも に
"

平野部
''

が約75 % で あり,

残 りは
``

山間部
' '

と
``

海岸部
"

と が はぼ同数で あ っ た｡

｢ 居住形態｣ で は, 男子は
"

自宅
' '

が 約4 0% 弱,
` `

下宿 ･

寮
' '

の 自宅外が約6 0 % , 女子は自宅と自宅外とが はぼ同数で

で あ っ た｡

家庭状況に つ い て は, 男女間に大きな差はなく ,
｢ 父親 の

職業｣ で は
"

サ ラ リ ー マ ン
''

が約75
- 8 0 %

,

`
`

自営業
' '

が 約

1 7 - 20 % で あ っ た｡

｢ 母親 の職業｣ で は,
``

サ ラ リ ー マ ン
' '

が 約3 5
- 48 %

,
無

職 ( い わ ゆる専業主婦) が約20 % - 2 5 %
,

"

パ ー ト
' '

が約15

- 3 0 % ,
` `

自営業
''

が約 7 - 1 0 % で あ っ た｡

｢ 家族構成｣ で は,
"

親子
''

の みの 2 世代家族が約45 - 5 8 %
,

"

親子 ･ 祖父母
''

の 3 世代家族が約42 - 5 3 % と はぼ同数で あ っ

た
｡

家庭 における ｢食事用意者｣ で は, 圧倒的に
` `

母親
' '

が 多

く , 80 % - 90 % で あ り , 3 世代家族に お い て も食事用意者は
` `

母親
恐

が多か っ た｡

2 ) 食事状況

｢ 家庭に おける塩味の味付け｣ に つ い て は, 表 2 か ら分か

るよう に , 家庭 で の塩味の味付けと外食した時の味とは
"

同

じ
' '

は約50 % で ,
こ れ に

"

少 し薄い
"

と
` `

少 し濃 い
''

と を

加えると9 0 % 以上となり !
はとん どの 人が家庭の 塩味の味付

けと外食で の それとの ギ ャ ッ プ はそれ程感じて い な い こ とが

分か っ た｡ な お, こ の項目で は男女間に有意な差はみられ な

か っ た｡
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｢ 塩味 の濃淡の好み｣ で は
,

` `

ふ つ う
"

は男女とも に約25 %

で あ っ た が,
` `

非常に薄 い
' '

と
` `

少 し薄い
"

を選んだ薄味を

好む人は, 男子 の約37 % , 女子 の約50 % で , 女子の 方が男子

よりもやや薄味噂好であ っ た｡ こ の こ とは既報
4) と同傾向で

あり
,
ま た高木ら

9)
もすま し汁を用い て の味覚検査で , 同様

に報告して い る｡

｢ 昼食を外食する回数｣ , お よ び ｢ 夕食を外食する回数｣ で

は対象が大学生で , しか も前述の よう に自宅外生がおよそ半

数いた ことか ら, ｢ 昼食｣ で は男女とも
` `

週に 3 - 5 回
' '

は

約半数,
` `

週 に 6 - 7 回
' '

は
, 男子 の約40 % , 女子の約30 %

で あり, ｢ 夕食｣ で は
` `

週 に 3 - 5 回
'

は
, 男子の約30 % ,

女子 の約20 % で , 昼食を外食する回数は夕食の それよりも

多か っ た｡ そ し て夕食で は, 男女間に有意な差がみ られ (p

< 0
,0 5) , 男子 の方は女子よりも外食の回数が多か っ た｡

｢ み そ汁等の汁物の量｣ で は, 男女とも食事時に ,
"

1 杯
' '

は約7 0 % で 大半を占めた｡ こ の項目は男女間に有意な差がみ

られなか っ た｡

｢ 揚げ物等に ソー
､
ス ･ 醤油をかける頻度｣ で は,

"

ほ とん ど

かけな い
' '

は, 男子 の約9 % , 女子の約2 4 % ,
``

い っ もかける
' '

は , 男子の 約6 0 % , 女子の 約4 5 % で あ り
,
こ の項目は男女間

に有意な差があり (p < 0 .0 5) , 男子 の 方が女子よりも揚げ

物等に ソース ･ 醤油をかける ことが多く, こ の こ と は前述の

｢ 塩味の濃淡め好み｣ で , 男子 の方が女子よりもやや濃味噂

好と関係して い るもの と思われる｡ こ れ に つ い て は次 の項で

ク ロ ス 集計を行 っ て調 べ た ｡ そ の項目と の関連で , ｢ 揚げ物

等にか ける ソー ス ･ 醤油の 量｣ を尋ねた結果,
"

は とん どど

かけな い
''

を加え て , 各 カ テ ゴリーの分布人数は男女間に有

意な差がみられ (p < 0 .0 1) , 男子 の方が ソー ス
･ 醤油をかけ

る量が多く, ｢ 揚げ物等に ソー ス ･ 醤油をか ける頻度｣ の項

目の結果ととも に, 男子は女子よりも塩味の調味料を食事時,

多く摂取して い る こ とが分か っ た｡

3 ) ｢ 塩味の濃淡の好み｣ と生活状況､ お よび食事状況の項

目との 関連

｢ 塩味の濃淡の好み｣ と表1 に示した生活状況の項目およ

び表 2 に示した食事状況の 項目との 関連に つ い て調 べ るた

め
, それ らの間 の ク ロ ス 集計を男女別に行い , x

2
検定に よ

り有意差判定した結果を表3 に示した｡

｢ 塩味の濃淡の好み｣ と の ク ロ ス 集計にお い て , 有意であ っ

た家族状況の項目は, 男子は ｢母親の職業｣ (p < 0 .05) ､ 女

子は ｢ 家族構成｣ (p < 0 .0 5) で , それ らを図1 に示した｡ こ

の 図より, 男子 に つ い て ,
｢ 母親の職業｣ と ｢ 塩味の濃淡の

好み｣ と の関係をみると, 母親が
"

サ ラ リ ー マ ン
"

や
` `

無職

( 専業主婦)
''

と した学生と
``

自営業
' '

や
"

パ ー

ト ･ そ の 他
"

と し た学生と で は, ｢ 塩味の濃淡の 好み｣ に かなり違いがみ

られ
, 母親が

"

自営業
"

や
"

パ ー ト
' '

の学生はむしろ薄味で

あると意識して い た ｡ ま た女子に つ い て , ｢ 家族構成｣ と

｢ 塩味の濃淡の好み｣ との関係で は,
"

親子の み
''

の核家族で

あるとした学生よりも,
"

親子 ･ 祖父母
' '

と し た拡大家族の

学生人は薄味で あると意識して い た｡ 家庭にお ける食事の用

意者はほ とん ど母親で ある ことか ら (表 2 参照)
, 母親が

` `

自営業
"

や
` `

パ ー

ト
''

の 場合, 母親の塩味付けは濃い の で
,

そ こ を基準とすると学生自身は薄味噂好と意識するの で はな

表 3 ｢ 塩味の 濃淡の好み｣ と各項目との ク ロ ス集計による x
2

検定結果

N o . 性別 項目 カ テ ゴ リ
ー

数 カ イ 自乗値 自由度 確率

1 男 出身地

女 出身地

2 男 居住地域

女 居住地域
3 男 居住形態

女 居住形態

4 男 職業 (父親)

女 職業 (父親)
5 男 職業 (母親)

女 職業 (母親)
6 男 食事用意者

女 食事用意者
7 男 家族構成

女 家族構成

8 男 家庭 の 塩味

女 家庭 の 塩味

9 男 昼 ･ 外 食回数

女 昼 ･ 外 食回数

10 男 夕 ･ 外 食回数

女 夕 ･ 外 食回数

11 男 味噌汁等の 童

女 味噌汁等 の 量

12 男 揚 げ物等 にソー

ス

女 揚 げ物等 にソ
ー

ス

3

3

3

3

2

2

3

3

4

4

2

2

2

2

3

3

4

4

4

4

3

3

3

3

6

3

8

4

6

3

3

9

0

7

0

7

0
(‖

0

3

2

3

0

2

2

0

6

5

2

5

6

3
0
0

2

1

6

6

0

4

1

7

1

6

3

5

5

ー

2

4

5

2

0

1

2

2

3

4

0

1

4

6

5

2

1

1

1

7

1

6

0

4

6

7

3

3

0

1

1

1

4

1

1

4

4

4

4

2

2

4

4

6

6

2

2

2

2

4

4

6

6

6

6

4

4

4

4

0 .6 3 4 6

0 . 6 2 1 6

0
,
4 9 6 8

0 .3 04 0

0 .8 7 6 1

0 .5 6 7 1

0 .3 2 74

0 .1 5 3 3

0 .0 2 0 2
*

0 .8 72 1

0 .5 7 5 9

0 .4 1 1 7

0 .5 7 6 8

0 .0 2 1 6
*

0 .0 2 3 1
*

0 .0 0 0 0
* *

0 .9 9 7 5

0 .6 6 3 5

0 .3 9 8 6

0 .2 8 4 2

0 .4 7 7 5

0 .5 1 5 4

0 .0 3 9 6
*

0 .0 2 5 2
辛

注 1 . 男子 は120 人 , 女子 も120 人で あ る｡

注 2 . 回答数 の 少 な い 場 合は カ テ ゴ リー統合 を行 っ た ( 表 1 , 表 2 に示す) o
注 3 .

*

p < 0 .0 5
,

* *

p < 0 .0 1
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大学生 の 塩味噂好 に影響する要因に つ い て

図 1 ｢ 塩:味 の濃淡の好み｣ と家族状況 との 関わり

いか｡ そ し て同様の ことが
"

親子 ･ 祖父母
' '

の 拡大家族にお

い て もみられたものと考え られ た｡

次 に , ｢ 塩味 の濃淡の好み｣ と の ク ロ ス 集計に お い て , 育

意 で あ っ た食事状況の項目は, ｢ 家庭に おける塩味の味付け｣

( 男子 p < 0 .05 , 女子 p < 0 .01) と, ｢ 揚げ物等にか ける ソ
ー

ス ･

醤油の頻度｣ ( 男女ともp < 0 .0 5) で あ り, こ れ らを図 2 に示

した｡ 図より ｢家庭に おける塩味の味付け｣ と ｢ 塩味の濃淡

の好み｣ の関係をみると, これ は男女とも, 家庭 における塩

味が外食した時に比 べ て薄い と感じて い る人は, 自分は薄味

噂好であると意識して い る ことが多く, 女子 にお い て は特 に

それ らの関連性が非常に強く, これ は当然の結果とも言えた｡

な お成田ら
10) は塩分濃度の 測定に より, パ ネ ラ

ー

の ｢ 家庭

図 2 ｢ 塩味 の濃淡の好み｣ と食事状況との 関わり

にお けるみそ汁の 塩味｣ とそ の人の ｢調製した好ま しいみそ

汁の塩味｣ と の相関が強い ことを報告して いるよう に
, 本人

の好む塩分濃度と家庭における汁の塩分濃度との関連は強い

と思われた｡

ま た ｢塩味 の濃淡の好み｣ と ｢ 揚げ物等に かける ソ ー ス ･

醤油 の頻度｣ と の関係で はt こ れ も男女ともに揚げ物等に

ソ ー ス ･ 醤油を
"

ほ とん どか けな い
"

とする人の うち, 男子

1 1 人中の55 %
,
女子2 9人中の6 9 % の 人は薄味噂好で あると意

識して いた｡ しか しその カ テ ゴ リ
ー

( 揚 げ物等に ソ
ー

ス ･ 醤

油を
"

は と ん どか けな い
''

) で , 男子の3
.
6 % は濃味噌好で

あ っ た が
, 分母の 人数が1 1 人 と少な い の で , 何 とも言え な

い
｡ しか しながら薄味噂好の人は揚げ物等に ソ ー ス ･ 醤油な

どの塩味の調味料を食事時, 用 い な い傾向にあるとい う こと

は言える｡

( 2 ) 塩味噂好と食物噂好との関連

1 ) 食物の 噂好

食物25 品目の噂好度の平均値と標準偏差とを男女別に図 3

に そ示した｡ 図 より女子 (
一

般) 群と女子 (全) 群とは, 各

食物の噂好度の平均値と標準偏差ははぼ同じで あ っ た｡ 対象

人数が女子 (
一

般) 群は1 0 0 人を越して おり, 女子 (全) 群

はさ ら に4 7 人加わ っ て多くな っ て い るが ,
こ れくら い に多

人数になると, は ぼ平均値は同じような値に なるようで あ っ

た｡

これ に よると男女間の噂好度の平均値がはぼ同じ食物に つ

い て は
, 塩味をも っ 食物類の味噌汁, 漬け物, 塩鮭

,
たら こ

,

ポテ トチ ッ プ ス , そ して甘味をもっ食物類の まんじ ゅ うと煮

豆, ヨ
ー グ ル ト

, 野菜類の ピ ー マ ン と主食として の ご飯であ っ

た｡ 食物 によ っ て , 男女間の 噂好度の平均値がかなり異なり,

女子 のそ の値がかなり高か っ たもの は
,
甘味をも つ菓子類の

アイ スクリ ー ム
, ケ ー キ , チ ョ コ レ ー

ト
,
酸味をもっ 果物類

の グ レ
ー プ フ ル ー ツ と は っ さくおよび酢の物, 噂好飲料の緑
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図 3 大学生の食物25 品目に対する嘩好度
* 噂好評価 は 7 段 階尺度の 評点法 で 行 っ た o

* 男子 : 1 2 0 人 , 女子(
一 般) : 1 2 0 人 , 女子(全) : 1 6 7 人

表 4 ｢ 塩味 の濃淡の好み｣ ( 塩味噂好) の度合と

各食物の 噂好度 との 順位相関係数

No . 食物 男子 女子

[塩味 を主 とす る群]

1 味噌汁
2 漬物

3 塩鮭

4 た ら こ

5 ポ テ ト チ ッ プ ス

0 .
1 76 0 .2 3 0

*

0 ,0 73 0 .0 7 5

0 .2 34
*

0 .2 4 3
* *

0 .20 7
*

-

0 .0 6 2

0 .2 3 7
* *

0 .O 1 5

[甘味を主 とす る群]

1 ま ん じ ゅ う

2 ア イ ス ク リ
ー ム

3 ケ ー キ

4 チ ョ コ レ
ー

ト

5 煮豆

0 .2 1 1
*

一刀 .0 5 9

0 .0 1 4 0 `1 2 2

0 .0 7 0 0 ,1 6 5

0 .26 3
* *

0 .1 9 1
*

0 .16 7 -() .1 6 0

[酸 味を主 とす る群]

1 グ レ ー プ フ ル
ー

ツ

2 は っ さく

3 ヨ ー グ ル ト

4 酢 の 物

5 梅干 し

0

3

7

ー

2

4

1

0

4

6

0

0

0

0

0

?

?

0 .

≠

o

*

8

3

6

6

9

0

6

6

3

ー

2

ー

0

0

0

0

0

0

0

0

[飲料類]

1 果汁 ジ ュ ー ス

2 清涼飲料水

3 コ ー ヒ ー

4 緑茶

5 紅茶

0 ,0 5 1 0 .0 1 5

- 0 ,0 0 3 0 .2 0 9
*

0 .0 7 7 0 .0 0 3

0 .0 7 6 - 0 .1 1 7

｣ ) .0 0 8 - 0 .1 4 2

[野菜類]

1 ピ ー

マ ン

2 に ん じん

3 ト マ ト

0 .0 5 9 ｣) .1 4 3

0 .1 3 5 1) .0 9 4

0 .1 3 3 ｣) .1 3 8

[ い わ ゆ る主食 と な る群]

1 ご は ん

2 ト ー ス ト

0 .0 2 5 0 .0 5 7

0 .0 1 7 0 .0 3 2

注 1 . ｢ 塩味 の 濃淡の 好 み｣ に つ い て は , 表 2 に そ の 集 計結

果 を示 した が , カ テ ゴ リ
ー の 1 - 7 と食物の 噂好度 (1 - 7)

と の 間 で , ス ペ ア マ ン の 順位相関係数 ( r s) を 求め た｡

注 2 . 男女の 人数 は表3 に 同 じ｡
注 3 . * p < 0 .0 5 ,

* *

p < 0 .0 1

茶 , 紅茶, 野菜類の ト マ ト で あ っ た｡
一

方 , 男子の その値が

高か っ たものは, 噺 飲料の清涼飲料水, コ
ー ヒ 丁 で あ っ た｡

こ の ような男女学生の食物類に対する噂好度の差異に つ い て

は
, 既報

4)
, 川染ら

11)
, 戸田

12)
と同傾向で あ っ た.

2 ) ｢ 塩味の濃淡の好み｣ と食物の噂好との関連

本報で は, 塩味時好を ｢塩味の濃淡の好み｣ に よ っ て捉え

て分析することは前述, 方法の項 で記したが, その ｢ 塩味 の

濃淡の好み｣ に つ い て は表 2 に 示したもの はカ テ ゴ リ
ー

回

答で あり, そ の設問は
"

非常 に薄 い
''

-

``

非常 に濃い
''

と段

階的で あるの で , これ を数量値の評点 1 - 7 に 変換すると ,

男子は平均4 .0 0 ( 標準偏差1 .0 0) , 女子は平均3 .6 3 ( 標準偏

差1 .0 5) と なり, この平均値からも男子は女子よりも濃味噌

好で ある ことが分かる｡

一

方 , 食物2 5 品目 に対する噂好度も, ｢ 塩味の濃淡の 好み｣

と同じよう に , 1 (
``

非常に嫌い
' '

) - 7 (
"

非常に好ぎ
'

)

と段階的な評価で ある｡ そ こ で , ｢ 塩味の 濃淡の 好み｣ と

｢ 食物の 噂好度｣ との関連をみ るの に , 順位相関係数を求め,

表 4 に示した｡ ｢ 塩味 の濃淡の好み｣ と の順位相関が有意で

あ っ た食物は, 塩味をもっ 食物が他の味をも っ 食物に比 べ て

多か っ た｡ 男子で は塩鮭 (p < 0 .05) , た ら こ(p < 0 ,0 5) , ポ テ

ト チ ッ プ ス ( p < 0 .01) , 女子 で は味噌汁 ( p < 0 .05) , 塩 鮭

(p < 0 .01) で あ っ た｡

｢ 塩味の濃淡の好み｣ との 順位相関が有意で あ っ た塩味以

外の味の 食物に つ い て は, 男子で はまん じ ゅ う (p < 0 .05) ,

チ ョ コ レ
ー

ト (p < 0 .01) , 女子で は チ ョ コ レ
- 卜(p < 0 .0 5) ,

清涼飲料水 ( p < 0 .05) で あ っ た｡ チ ョ コ レ
ー

ト は男女とも

に有意で あ っ たが ,
それ は強い甘 い味をもっ チ ョ コ レ

ー

ト を

好む (噂好度の高い) 人は, 塩味も濃い味を好む (｢ 塩味 の

濃淡の好み｣ の評価は高い) こ とを意味し, そ の こ とは既報

の調査
4)
ぉ よ び官能検査

5) ･ 6)
か ら

, 濃い甘味噂好の 人は, ま

た濃い塩味噂好の傾向にあると の結果と符合すると考えられ

た｡

以上､ 塩味噂好と食物の時好との 関連をみると, 濃い塩味

を好む人は, 男子で は塩味の菓子 ( ポ テ トチ ッ プス) を特 に

好み, 女子で は塩味の副菜的な食品 (味噌汁, 塩鮭) を好む

ことより, 男女の 間に塩味噂好にお い て , 質的な差異がある

と思われた｡

Ⅳ
. 要 約

塩味噂好に家庭生活に おける如何なる要因が関連するのか

を調 べ るため に, 我々 は男女学生2 87 人に , 彼 らの生活状況,

食事状況, 食物の時好を調 べ た｡ その結果は次の通り である｡

(1) 塩味噂好として ｢ 塩味の濃淡の好み｣ の質問に対して ,

男女ともに
` `

ふ つ う
"

と した人は最も多く, 男子は約24 % ,

女子は約2 5 % で あ っ た｡ 男女 の比較で は, 女子は男子より

もやや薄味噂好を示した｡

(2) ｢ 塩味の 濃淡の好み｣ と の ク ロ ス 集計 に お い て有意で

あり
,
関連が最も強か っ た もの は, 男女とも に ｢ 家庭に おけ

る塩味の 味付け｣ で あ っ た｡ その他, 男子で は ｢母親の職業｣ ,
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大学生 の 塩味噂好 に影響す る要因 に つ い て

女子 で は ｢家族構成｣ , 男女ともに ｢揚げ物等に ソ
ー ス ･ 醤

油をかける頻度｣ で あ っ た｡

(3) 男女とも に , 塩味晴好と塩味をもっ 食物の 噂好との 間

に は有意に高い順位相関示すもの が多か っ た｡

(4) 塩味晴好と塩味をも つ 食物と の関連に つ い て は, 濃い

塩味を好む人は, 男子 ではポ テ ト チ ッ プ ス を好み ,
女子で は

味噌汁と塩鮭を好んだ｡ 従 っ て 塩味噂好に は男女間に質的な

差異があるよう であ っ た｡
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